
昆虫ビジネス研究開発ワーキングチーム

フードテック官民協議会
第4回提案・報告会

令和４年３月１１日



ワーキングチームの概要

対象技術・テーマ 昆虫の食品利用、飼料利用

概要・目標 昆虫ビジネス発展に向けて、持続可能な昆虫ビジネスの実現への
課題とその解決策を検討し、昆虫の社会受容性を推進する情報発
信と昆虫利用に係るルール作りを行う。

事務局の体制 大阪府立環境農林水産総合研究所／072-979-7059（藤谷）
※昆虫ビジネス研究開発プラットフォームが昆虫WT（以下、iWT）
の事務局を担当

参加申し込み条件 昆虫ビジネス研究開発プラットフォーム（略称：iBPF）会員

申込み方法 適宜案内

参加メンバー 43名（企業、大学、国研、公設試、NPO等）

ウェブサイト
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令和３年度活動実績

令和3年度活動実績

2021年 6月

7月 第1回 iWT全体会議
iWT内で検討グループを設置
「ヒトの食品」と「家畜、養魚の飼料」

8月

9月

10月 第2回 iWT全体会議 令和3年度上期活動状況の確認

11月
iBPF参加団体との定例
ミーティング開始

iBPF内の組織意見を集約
※検討の流れ
ガイドライン原案 → iWTで合意形成

12月 iBPF主催国際シンポジウム ～世界の昆虫フード、フィードビジネスの動向～

2022年 1月

2月 第3回 iWT全体会議 ガイドライン照会他

3月

3



ガイドライン検討（～10月）
・ヒトの食品
当面は野生からの採取をガイドライン検討 の対象外、食用に飼養する昆虫を対象

・家畜、養魚の飼料
ガイドライン検討の対象になる昆虫を想定して検討

iBPF参加団体とのガイドライン原案協議（11月～）
・iBPFで素案を作成し、iWTで協議する体制を構築（次頁）
・海外ガイドライン参考に昆虫の種類ごとにガイドライン作成
・コオロギガイドライン作成からスタート

iBPF主催の国際シンポジウムの開催 12月20日
Ynsect社、Global Bugs Asia社、IPIFFを講師に招いて、海外展開やレギュレーション
に係る戦略についてディスカッション

スピーカー テーマ

Ynsect（フランス） Mr. Bruno Grandsard ミールワーム

Global Bugs Asia（タイ） Mrs. Kanitsanan Thanthitiwat コオロギ

IPIFF（EU) Mr. Heinrich Katz レギュレーション

令和３年度活動成果
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ガイドライン素案（集約）をiWTへ

ムーンショット
（iBPF会員）

ネオアクシス
（iBPF会員）

iBPF〇〇分科会
iBPF〇〇分科会

スタートアップ
（iBPF会員）

○○専門家
（iBPF会員）

○○○チーム
（iBPF会員）

昆虫利用における
ルール形成（ガイドライン）

「知」の集積と活用の場
産学官連携協議会

フードテック官民協議会

昆虫ビジネス研究開発
ワーキングチーム（iWT）

昆虫ビジネス研究開発
プラットフォーム（iBPF）

昆虫ビジネスに係る
研究開発、事業化を支援

昆虫フードテックにおけるルール形成

④ガイドラインの
承認・公表 ①素案の作成・照会

②素案の協議・確定③答申

iBPF で素案を作成し、iWT で協議する体制を構築

（「知」の集積と活用の場産学官連携協議会事務局：
農林水産技術会議事務局研究推進課産学連携室）

（フードテック官民協議会事務局：
農林水産省大臣官房新事業・食品産業部）



• iWT開催時期： R4年4月頃 ガイドライン原案合意形成

• iWT開催時期： R4年5月頃 ガイドライン初版

令和４年度の活動予定
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細胞農業WT活動報告

2022年3月

 

細胞農業研究会事務局広報委員⻑
吉富愛望アビガイル

引き続き参加企業を募集中
連絡先: cellular_agriculture@crs-japan.org （井形宛）



細胞農業WTー概要
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対象技術・テーマ

概要・目標 細胞農業に関するルール形成の促進

事務局の体制 多摩大学ルール形成戦略研究所
（事務局長: 井形彬、事務局広報委員長・提言書担当: 吉富愛望）

参加申し込み条件 審査の上決定

申込み方法 cellular_agriculture@crs-japan.org

参加メンバー 細胞農業に関するビジネスを本格的に検討している細胞農業企業、食品関連事
業者等（計60社以上）

ウェブサイト http://crs-japan.org/



細胞農業WT-R3年度活動概要（抜粋）①
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活動主旨

政策
提言書の
作成

ガイド

ライン作
成

● 産業の振興に必要な
社会的仕組みをまと
めたものを産業界側
の意見として政策提
言にまとめる

● CRS細胞農業研究
会を中心として、
NPO、アカデミア

等での継続的なルー
ル審議の場を設置し、
定期的に見直しを図
る

1

2

業界動向
に関する

情報提
供・発信

● 細胞農業産業への参
入を検討する企業・
団体の活動に資する
情報や、潜在的な細
胞農業食品の消費者
に資する発信

3

● 通称
● 消費者への情報開示基準
● 品質管理基準
● 細胞に対する権利保護に関する仕組みの検討等

● 細胞農業食品事業者（食品メーカー、セルバンク、培養液開発企業、
畜産事業者等）への参入障壁の緩和施策（補助金、相談窓口）等

● 国内外における細胞農業WTへの新規加入企業によるプレゼンテー
ションを通じた団体間のネットワーキングの場の提供

● 外部講師の招聘によるディスカッションを通じた細胞農業食品を巡る
ルール形成動向等に関する理解の促進



細胞農業WT-R3年度活動概要（抜粋）②
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活動形態及び委員会の詳細

活動形態

定例会

委員会
（希望制）

● 月に1～3回程度
● 企業による発表や作成中のガイドライン・提言書のアップデ―ト

● 知財、品質管理基準、通称の詳細ルール検討や大阪万博への参画へ向けた委員会を開催

委員会の詳細

知財
● 細胞に対する権利保護や表示ルールを検討。既存の畜産業との連携の形を模索

通称
● 「培養肉」「クリーンミート」等乱立する用語から最適な「通称」の絞り込み

品質管理基準
● 消費者が安心して商品を手に取るために必要な各種基準の設定

大阪万博
● 2025年の大阪万博への参画希望企業による有志の広報活動



細胞農業WT-R3年度活動成果（抜粋）
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ガイドライン

及び政策提言書
の作成

1 2 ● ドラフト作成期間含め既に約1.5年を要した
（22年3月時点で2回目のドラフト回覧を実施）

● 参画団体との密な連携により、細胞農業産業の実態について把握
 参画団体のヒアリング: 2020/10月より計17社（10回）実施（22年3月に追加で6社実施
予定）

 ガイドライン・提言書ドラフトの回覧: 計7回の提言書に関する協議や計5回のアン
ケート実施

 上記に加え、各種委員会での頻繁なコミュニケーションを実施
 個別企業だけでなく、欧州・米国・アジア・グローバルにてルール形成を行うNPO
（Cellular Agriculture Europe, AMPS Innovation, APAC-SCA, Good Food Institute）、
海外規制当局等からも意見を収集

業界動向
に関する

情報提供・発信

3
● 企業・アカデミアとの個別協議
 国際会議での日本における細胞農業分野の
ルール形成に関する発信内容に関する相談

 通称決めに関しラトガース大学のHallman博士
とのセッション

他
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2022年3月11日13:30～15:00 @zoom、フードテック官民協議会 第4回 提案・報告会

代表： 株式会社ウェルナス
事務局： 株式会社リバネス
WT参加者：63機関123名

ヘルス・フードテックＷＴ報告

健康実現のための未来食を実現する



© Wellnas Co.,Ltd. 2

これまでのWT成果

「健康実現のための未来食」定義

個人をとりまく環境（社会、文化、経済、自然）

に貢献し、個人の嗜好、信条やライフスタイルが

反映された生涯を通じた心身の健康を実現するための

個人最適食
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課題と実現目標

課
題

目
標

・個別の栄養、健康状態可視化と未来食設計に必要な個別情報簡易取得

・膨大な量の個人情報を扱う未来食データ収集・解析システム構築

・未来食の設計および効果解明のための科学的知見の蓄積

・生産から製造・加工、流通、調理、消費に至るﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ再構築

・新たな健康未来食市場・文化の形成と普及
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ヘルス・フードテックWT

ロードマップ

・食の未来研究会 提言書 第1期テーマ：食のパーソナライズ化、
食の未来研究会“フードビジネス・イニシアティブ”、2020.1.23

・日経フードテック・カンファレンスレポート「徹底討論！食の
パーソナライズを実現する技術と課題」、2021.1.14

・テクノロジー・ロードマップ2021-2030 全産業編、日経BP、
2020. 11.30

・プレシジョン栄養学が拓く未来の健康栄養学、名古屋大学大学院
小田 裕昭先生ら、化学と生物 Vol. 58, No. 5, 2020
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カテゴリ

第1層 市場レベル

第2層 商品レベル

第3層 技術レベル

全体潮流：世の中（社会環境）の潮流を明確化

市場ニーズ：市場における利用者のニーズ、価値の期待値を整理

期待機能：市場ニーズをもとに商品/サービスのニーズを具体化

予定製品：具体的な商品/サービスとその実現時期の明確化

個別重要技術：商品/サービス実現のための技術と優先度を時系列で整理

共通技術：長期間にわたり蓄積する共通技術を明示
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2022年の目標

・健康未来食課題解決に向けた活動開始

・SDGs対応

全体潮流

市場ニーズ>新たなバリューチェーンの構築

市場レベル

商品レベル

・非侵襲的なバイタル取得と健康状態の紐づけ

・データ入力の簡略化

・データ取得が低負荷の装着型デバイス

期待機能>栄養状態の見える化

期待機能>健康状態の見える化

予定製品>デバイス

今年度は以上の項目に関して、有志によるシンポジウム（6月、
8月）を開催し、実証試験による目標達成に向けて活動
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・conomeal((株)ニチレイ) ・うちレピ（サッポロHD(株))

・食MAP(大日本印刷(株))

個人の好みと心理的要素を考慮しその人に
合ったメニュー提案、フードロス削減

レシピ自動提案、家庭における
フードロス削減、「おいしい」の家族共有

食品需要供給予測による在庫削減
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未来食で実現する健康社会に繋がる取組事例①

・X.SINCE
（ソニーネットワークコミュニケーションズ）

食事解析等のヘルスケア領域の
サービスプラットフォーム
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・スマート体調チェック（サイマックス(株)）

・自動調理ロボット

3Dフードプリント技術など
による家庭内での未来食自動製造

ミツイワ(株)の3Dフードプリンタ

9

・hamon（ミツフジ(株)）

トイレ取り付けセンサによる体調分析サービス 心電・心拍間隔などが取得、見える化できる
着衣型ウェアラブルデバイス

未来食で実現する健康社会に繋がる取組事例②

・スマートミラー((株)NTTデータ)

簡便なバイタルデータ取得

※写真はニュースイッチ（https://newswitch.jp/p/27970）より
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カロリー・糖質制限なし
体重改善コース例

＊画面は開発中のものです

未来食で実現する健康社会に繋がる取組事例④

・AI食提案サービス「Newtrish」（株式会社ウェルナス）

・食データ、体データを一括管理・見える化

・食データ×体データによる個別解析

・自己実現目標達成のための個別栄養
最適食（AI食）を設計・提案

自動記録、一括見える化

体データ

食データ

AI解析

栄養最適食（AI食）メニュー設計・提案

商標出願中

サービスコンセプト詳細についてはこの後の
有識者講演で信州大学 中村 浩蔵 先生が紹介します

4月からモニタリングテスト開始！



フードテック官民協議会

サーキュラーフード推進WT

2022.3.11

活動報告



活動報告
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①設立記者会見：9月27日

● 登壇者

有馬暁澄(Beyond Next Ventures 株式会社、Manager)

渡邉崇人(株式会社グリラス、代表取締役) 

● 参加メディア15媒体18名

● 主な内容：設立趣旨の説明

②WT設立キックオフ：12月3日 参加者48名

● 主な内容：設立趣旨、各分科会の説明

③分科会キックオフ

サーキュラーフードシティ構想:12月8日参加者13名

サーキュラーフード認証等：12月8日 参加者11名

PR/プロモーション：12月14日 参加者14名

● 主な内容：各分科会のアジェンダ設定

④サーキュラーフード認証分科会：2月24日

● 主な内容：今年度、来年度の議事内容の設定

⑤四半期定例会：3月4日

● 主な内容：食品ロス及び食品ロス解消技術の情報交換



活動成果
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• 今年度は、サーキュラーフードを推進していくにあたって事前に検討すべき課題（アジェンダ）が明確になった。
• 具体的には、本WTが主に目指すべきゴールを明確にするとともに、サーキュラーフードの具体的な定義づけをすることであり、今後
これらについて議論を深めていく。




